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9 月にチジャンでスキーしてきました
安仁屋政武

経緯

　タイトルを見ても“エ！？チジャンて何？ど
こ？？”だろう。一発で判る人はほとんどいな
いと思う。南米チリのコンセプシオンの東、ア
ンデスの 3000m 級の火山の西麓に位置するス
キー場である。ベースのホテルには温泉があり、
私が数年前から目を着けていたチリでは有数の
スキー場である。
　2025 年 8 月 25 日から 9 月 12 日の日程で、
2 回目（1 回目は 2013 年、AACK NL 67 号、
Dec. 2013）のグループでのチリ・スキーを企
画して滑って来たので紹介する。今回行ったの
は 3 回目（最初は 2004 年 8 月、パタゴニア調
査の帰り）となるサンティアゴ郊外 (40 km 弱 ) 
のファレジョーネス（Farellones）を基点とし
た 3 つのスキー場（ラ・パルバ La Parva、エ
ル・コロラド El Colorado、ヴァジェ・ネヴァー
ド Valle Nevado）に加えて、初めてとなるサ

ンティアゴの南約 500 km、コンセプシオンの
東約 165km の所に位置するネヴァードス・デ・
チジャン（Nevados de Chillan、以下チジャン
と略す）である（図 1）。
　メンバーは男 2 人、女 4 人の計 6 人。年齢
構成は私が最年長で 80 才、最年少が 67 才と
平均年齢 75.5 才の超高齢のジジババ・パーティ
となった。6 人の内 4 人（男 2 人、女 2 人）が
山スキー屋、一人は指導員資格を持っていてゲ
レンデが主で山スキーはたまに、もう一人はゲ
レンデのみ。世間一般の感覚ではチリにまでス
キーに行く年齢グループではないだろう。

準備

　チジャンは数年前からネットでたまに見る
ようになり気になっていたスキー場である。
3000m 級の活火山の西斜面に古くから開設さ
れたスキー場で、宿には珍しく温泉がある。昔
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はTermas Chillanと呼んでいた。外国でスキー
の後に温泉に入れる所は珍しいのではないだろ
うか。HP によるとスキー場の総面積は何と 1
万ヘクタールとある。標高差はリフトで行ける
所で 1100m、キャット・スキーあるいは歩い
て登れば更に滑れる。最長滑走距離は南米最長
の 13 km とある。1 万ヘクタールと言われても
ピンとこない。参考までにニセコの花園・ヒラ
フが 135 ヘクタールとある。ニセコ全山が 10
個？以上のスキー場なんて全く見当がつかな
い。
　行く先をチジャンとファレジョーネスと定
め、スキーの後の観光はイースター島に決めて
日程の決定や宿の手配など具体的な作業は 3 月
に入って始めた。
　チジャンの宿はサンティアゴ在住の友人（D）
に取ってもらった。スペイン語でしか受け付け
ないので、彼女のアシストはとても助かった。
　ファレジョーネスの宿は私の所で博士を取っ
たチリ人の留学生（G）が前回と同じ格安のア
ンデス・クラブの宿舎（Gaston Saavedra）を
今回も取ってくれた。前回は賄いがあったが、
コロナの後賄いはなくなり全て自炊だという。

コックの手配を頼んだ。食料とアルコール飲料
は彼が全て買い出ししてくれた。
　以前はチリにはアメリカ経由で行っていた
が、今回は面倒なアメリカ経由を避けてオース
トラリア（シドニー）経由を選んだ。このルー
トを飛んでいるラタム Latam（運行はカンタス
航空）はスキーなどスポーツ用品を預けるのに
特別扱いせず、一律に Excess として USD150
を課すことが判明。そこで、私がアイディア
を出した。3 本のスキーを一つにまとめて、
Excess 荷物を 2 つにする。
　予期せぬことにサンティアゴのホテルが問題
となった。私が定宿にしていたホテル（大体の
所は歩いて行ける）の周辺も治安が悪くなった
から止めておけと異口同音にきた。友人達が言
うに、「ここ数年でサンティアゴのダウン・タ
ウンはとても治安が悪くなり危険になった。ほ
ぼ毎日殺人事件が発生している。ベネズエラや
コロンビアからの移民が増えて犯罪が多発し、
地元のチリ人は寄りつかなくなった」。それで
移動にメトロを使わなければならないが、少し
郊外のプロビデンシアにあるホテルにした。

日程

8月 26 日（火）シドニー　－　サンティアゴ
　－　ファレジョーネス

　前日 25 日の夜 10:30 に羽田を発ち（スキー
の excess で一つ 28,600 円取られた）、シドニー
経由でサンティアゴ着は予定度通り 10 時頃 ｡
青空で気温は 13℃と暖かい。空港は前来た時

（2018 年）から新しくなり、広くきれいになっ
ている。しつこい荷物運び屋もいない！
　元留学生の G がトラックとタクシーで迎え
に来てくれていた。ATM で必要経費を引き出
し、チリの SIM 1GB+50 分（通話）を 6,000
ペソ（1,000 円足らず）で買う。トラックに
スーツケースとスキーを積む。彼が買い出しし
た食料も積んである。3 人ずつ分乗してファレ
ジョーネスへ向かう。
　高速道を下り、山の麓からジグザグ（34 曲
がり）で急峻な山を登っていく。途中の斜面に
は大きなサボテン（pipe organ cactus）を含む
いろいろはサボテンが生えている。空港から
約 1.5 時間、2 時前にファレジョーネスのアン

図 1．�ファレジョーネスとネヴァードス・デ・チジャ
ンの位置。グーグル画像使用。サンティアゴと
コンセプシオンの直線距離は約 430km.
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写真 1．�ラ・パルバ（8月 27 日）。誰もいない広い斜
面を気持ちよく滑るメンバー！

写真 2．�ラ・パルバ（8月 27日）。見渡す限り、コース。
広い！何処でも自由に滑れる。

デス・クラブの宿に着いた。標高約 2400m（サ
ンティアゴは 480m ぐらい）。周りには前の週
に降った大雪の名残の雪が残っている。
　我々が着く前の週に大雪（サンティアゴ市内
は大雨）が降り、1m ぐらい積もった。この大
雪のためその週の土曜日はサンティアゴ市内か
らファレジョーネスまで 10 時間かかったそう
だ。それまでは雪が無く地肌が出ていたとのこ
と。地元の友人からはとてもラッキーと言われ
た。

8 月 27日（水）快晴：ラ ･パルバでスキー

　スキー場への送迎は宿舎の別な部屋に滞在し
ているブラジル人カシオがGのトラックを使っ
てやる。最大 4 人しか乗れないので 2 往復で
ある。ラ ･ パルバとエル・コロラドは片道 10
分足らずなので問題ないが、ヴァジェ・ネヴァー
ドは 25 ～ 30 分かかるので 2 往復は大変だ。
　初日は一番北にあるラ・パルバへ行く。日本
のスキー場のようなスキーセンタービルはな
い。狭い階段を上るといきなりリフト。その奥
にリフト券売り場の小屋がぽつんとある。この
スキー場にはスーパーシニア（75 才以上）と
いうカテゴリーがあり、リフト代はなんとた
だ！スキーパスと呼ぶ IC カードを 6,000 ペソ

（1,000 円弱）で買うだけ。これは買い取りで
何年も繰り返して使える。6 人中 5 人がこの恩
恵にあずかる。通常価格は 48,000 ペソ（3,600
円強）。VISAcard で支払うと 30％の割引きと
なる。
　ここは 3 回目だが、ゲレンデの配置やコー

スなどはあまり憶えていない。幸い天気は真っ
青な空で見晴らしはいい。整地されたコースの
雪は滑り易い。周りの不整地斜面には先週降っ
た新雪を滑った後が縦横にある。雪の状態次第
では魅力的な斜面だが、雪は硬かった。整地さ
れたコースは幅広く人も少ないので快適に自分
のペースで滑れる（写真 1）。面積は 400 ヘク
タールもあり広い（写真 2）。無木立で何処で
も滑れるので下手すると迷子になり、ベースに
戻って来られなくなる。ということで、一団と
なって滑った。ポールを立てて練習している外
国チームもいる。

8 月 28日（木）晴れ：エル・コロラドでスキー

　9 時前に全員リフトの前に集合。ここはスー
パーシニアのチケットがなく 65 才以上の大人
は 49,000 ペソ。VISAcard で支払うと 30％引
きで 34300 ペソ。これにスキーパス 6,000 ペ
ソを加えた 40,300 ペソ（約 6,400 円）を支払う。
　今年のコロラドは以前の 2 回と比べると雪が
多い。前2回は地肌が結構出ていて、滑れるコー
スは限られていたとの印象だ。今回は前の週の
大雪のお陰で地肌は北側に一部出ているが、全
コースが滑走可能であった。整地していない斜
面には新雪を滑ったトラックが縦横にあり、一
部入ってみたが雪が硬く整地したゲレンデの経
験しかない女性は苦労した。以後、基本的に整
地斜面を滑った。午前中のバーンは氷気味で硬
い。以前もそうだった。
　午後になり雪が緩むと快適となった。ポー
ルを立てたトレーニング・コースもある。標
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高 3339m の円錐形の山の斜面にコースが放射
状に拡がっていて、急なコースもあるが全体的
に幅広く滑らかで滑り易い。コースとコースの
間は所々隙間があるが上から下まで木の柵があ
り、コース間の行き来を制限して衝突を防い
でいる（写真 3）。ここはほとんどが T-bar で、
最初慣れないので苦労した。
　昼食は自前のサンドウィッチを中腹のテラス
で食べた。日差しが猛烈に強く、日に焼ける。が、
雄大な景色と相まって気持ちがいい（写真 3）。
ゲレンデ ･ マップがないのでナビゲイトするの
が難しい。12 年前はあったが、今は HP から
ダウンロードするのだろう。ここは隣のラ・パ
ルバにもヴァジェ・ネヴァードにもコースとリ
フトが繋がっているので、注意が必要である。
下手すると戻って来れなくなる。

8 月 29 日（金）快晴：ヴァジェ・ネヴァード
でスキー

　行く途中の斜面には縦横に先週の新雪を滑っ
た跡がある（写真 4）。ここは立派なスキーセ
ンターがあり、3 つのスキー場の中では一番国
際色が濃い。スキー場の最上部は標高 3700m
近く（写真 5）、富士山の 9 合目付近から滑り
降りる感じだ。高度に敏感な人には影響が出る
高度だ。
　ここにもスーパーシニアがあり、75 才以上
はタダ。支払うのはスキーパスの 6,000 ペソだ
け。まずゴンドラとリフトを乗り継いで 3300m
まで行く。快晴で乾燥しており気持ちがいい。
日本の秋みたいな空と空気である。奥にセロ ･
プローモ（Co Plomo 5424m）が見える（写真 6）。

写真 3．�エル・コロラド（8月 28 日）｡ 中腹のテラス
でランチ。背景が円錐形の山 (3339 m)。コー
スが放射状にある。

写真 5．�ヴァジェ・ネヴァード（8月 29 日）。スキー
場の最高点 Tres Puntos 3670mを見る。この
広大なエリアに誰も写っていない！ここへ行
くのは T-bar lift。右へ曲がって急傾斜。雪が
良ければ何処でも滑れるが、すでに硬くなっ
ていた。

写真 4．�ヴァジェ・ネヴァードへ行く途中の斜面（8
月 29 日）。前の週に降った大雪の斜面を縦横
無尽に滑っている。ヘリスキーだろうか。

写真 6．�ヴァジェ・ネヴァードからセロ・プローモ
（5424m）を見る（8月 29日）。
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2009 年 3 月に登った（AACK NL67 に 2006
年 3 月とあるが、これは間違い）。サンティア
ゴ市内から 2 泊 3 日で、最後の日は 22 時間行
動であった。コースは滑り易い。無木立なので
どこでも滑れ、斜面には縦横無尽に新雪を滑っ
た跡がある。もう少し早ければ、この新雪を楽
しめたのに、と思わず思う（一週間前までは地
肌が出ていたというが）。コースはがらがらで
思うように滑れるのが嬉しい。ここからは隣の
エル・コロラドが見下ろせる（写真 7）。

8 月 30 日（土）曇 /雨 / 霧：ファレジョーネ
ス　－　サンティアゴ

　今日は午前中にサンティアゴ市内に戻り、午
後は郊外にある D の家でのランチに全員招待
されて行く予定だ。
　8 時半頃、迎えが来る。セダンに 3 人が乗り
9時前に出発。私を含む残りの3人はGのトラッ
クに荷物と共に乗り 9 時過ぎに出る。道がジグ
ザグの下りに入る所でなんと予期せぬ通行止め
に会う。今日は土曜日なので狭い山道は混む。
9 時から道は上りの一方通行となり、14 時ま
で下れないという。なんたることだ！数分差で
先行の車は通過したようだ。周りには車が一台
もいない。地元の人は事前に知っていたようだ。
警察署に行き交渉するが、ダメの一点張り。宿
に戻り解除される 14 時まで待つしかない。
　霧の中を 1 時半過ぎに出発したが、すでに解
除を待つ車が何台も並んでいる。最後の車が上
がってきて下りが動き出したのはなんと 2 時半
過ぎ。

　山を下ったら雨だ。ホテル には 4 時過ぎに
到着。先行した 3 人は町に出ている ｡ 彼らが
戻って来る少し前、3 人の内女性 1 人がバッグ
を切られ財布を取られたとの連絡があった。帰
りのタクシーで降りる時に気がついたという。
多分中央市場（Mercado Central）のトイレで
だろうとのこと。ここは私が来る前から治安が
悪いから気を付けろと口酸っぱく言っていた場
所である。その後、彼女は再び襲われた（後述）。
幸いパスポートは取られなかった。バッグの 2
箇所が鋭利な刃物で切られていて、そこから手
を入れて財布を抜き取ったようだ。全く気がつ
かなかったというのは相当なプロだ。一歩間違
えばパスポートも取られていて旅行が続けられ
なくなっていただろう。あるいは刺されていた
かも知れない。
　17:30 頃、D が夫と車 2 台でホテルに迎えに
来てくれた。雨が結構強く降っている。彼らは
新しく開発された車で 30 分ぐらいのサンティ
アゴ郊外のゲート付きのコミュニティに住んで
いる。私は 2018 年に来たことがある。D はチ
ジャン・スキー場のホテルの予約でいろいろと
労を取ってくれた。その他もいろいろと情報を
くれて、今回の旅を大いに助けてくれた。
　 料理はクーラント（Curant）というチロエ
島の料理で、貝類がふんだんに入っている。私
以外は勿論皆初めて。ピスコーラ（piscola、ブ
ドウ酒を蒸留したのがピスコで 40 度ぐらい、
これをコカコーラで割ったもの）にチャレンジ
した者もいて会話に花が咲く。
　D 一家 4 人は 7 月末から 8 月にかけて一週
間チジャンにスキーに行った。しかし 2 日間土
砂降りの雨でスキー場が閉鎖し、事前に購入し
ていた割安リフト券が 2 日分 8 枚残った。そ
れを我々が購入した。彼らにとって無駄になら
ずよかった。
 
8 月 31 日（日）雨：サンティアゴ　－　コン
セプシオン　－　ネヴァードス・デ・チジャン

　今日はネヴァードス・デ・チジャンへ行くだ
けなのでゆっくりだ。迎えは 9:10 頃、空港に
は 9:35 頃到着。渋滞が無いと早い。
　チェック・インの前にスキーを 3 台ずつの
束にまとめる。Excess 料金は一束 USD30。計
60 ドル。予期せぬ驚いたことに輸送中バラバ

写真 7．�ヴァジェ・ネヴァードから隣のエル・コロラ
ドを見下ろす（8月 29 日）。柵によって衝突
を防いでいるのがよく分かる。
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ラになる可能性があるからラップしろと言われ
る。え！日本からラップなしで運んだのに。日
本円にしてそれぞれなんと 6 千円も取られた。
チリでは担当者によって言うことが違う。
　左側の窓に席を取ったが天気が悪く、アンデ
スは見えなかった。コンセプシオンまでの飛行
時間は 43 分！あっという間だ。コンセプシオ
ンには 13 時過ぎに到着。ミニバスで小雨が降
り出した頃、2 時前に出発。
　チジャンの町までは高速道路で快適だ。高速
から町に入る直前の サービスエリアでトイレ・
ストップ。カフェテリア、土産屋が併設されて
いる。旧市街を抜ける一般道の両側は大きな梅

（櫻と思った）の並木で、歴史を物語っている。
ピント（Pinto）を過ぎてから道は高度を稼いで
いく。標高 1200m を超えた当たりから道路脇に
雪が現れ出した。雨の中気温は下がり寒くなる。
　やがてスキー場の HP で馴染みとなった独特
の外壁のホテル ･ アルト・ネヴァードス（Hotel 
Alto Nevados）が見えてくる。Bienvenidos（よ
うこそ）の看板の手前で道路の舗装が無くなり
看板をくぐった駐車場は雪解けと雨で泥沼！標
高は約 1700m。雪を期待していたが、ここで
も雨！！
　夕食は一階の食堂で、係の者が注文を聞いて
皿に取って行くビュッフェ形式だ。混まないう
ちにと開場直後の 7 時過ぎに行った。大人は
誰もいない。小学生ぐらいの男女の学校スキー
旅行グループが一緒だ。30 人位いるだろうか。
食事の品数は多くとても全てを試すことはでき
ない。また、気楽にこれと頼むと、もの凄い量
を盛るので他の物が食べられなくなる。頼む毎
に少し少しと言って品数を増やす。ハム、ソー
セージなどの肉類とチーズが豊富だ。野菜・デ
ザートも揃っている。味は私には満足できる
ものだ。値段は一人 45,000 ペソ（7 千円ぐら
い）。これに（ほぼ）自動的にサービス料とし
て 10% 加算したもの（合計 49,500 ペソ）が請
求される。安くはない。

9 月 1日（月）晴れ：ネヴァードス・デ・チジャ
ンでスキー

　朝食は 8 時から ｡ リフト券発売所が開くのは
9 時。ゆったりとした時間の流れである。リフ
ト券のバウチャー（45,000 ペソ）を D から買っ

て持っていたのでスキーパス代 6,000 ペソのみ
を払う。名前やら何やらたくさん聞かれ、結構
面倒臭かった。
　雪は思ったよりも良く滑り易い。スロープ
は広く空いているので、気楽に好きなように
滑れる。リフトはガイドブックや HP にあった
通りとても遅い（写真 8）。Surface lift は円盤

（Disk-bar）なので乗り降りが T-bar と比べて
楽だ。
　3000m 級の活火山の斜面にあるので上の方
は無木立だが、雪が少ないため石が出ていると
ころが散見された（写真 9）。ここも先々週ま
では雪が無かったそうだ。円錐形の火山の火口
周辺は地熱で雪が無く黒々とした斜面である
が、そこ以外はどこでも滑れる。新雪斜面を滑っ
たトラックが散見される。
　今は雪が硬くなり整地斜面を外れると曲がる
のに苦労する。南米最長 13 km のコース Tres 
Mariasを話の種に滑る。日本では、ロング・コー
スは大抵急斜面の迂回が多いが、このコースは
尾根を行くので見晴らしがいい。尾根筋なので
傾斜は大体緩いが、所々急斜面があり快適にス
キー場の一番下まで滑った。
　日差しが強く、午後の雪は若干融けて重たく
なり、腿に負担がかかるようになる。早めに切
り上げ、3 時頃皆で温泉へ行く。ホテルから川
を渡った少し離れた所に独立してある（写真
10）。サウナ、コースの仕切りが付いている温
泉プール、室内温泉と野外温泉 2 つがある（写
真 11）。洗い場に相当するような施設はもちろ
ん無い。水着で入る。湯気が立っている室内（写
真 12）もあるが、いずれも日本の温泉という
雰囲気ではない。広いので深いところは泳げる。
我々の感覚では当に温泉（温水）プールだ。
　現地表現は piscina。温泉ではなくいわゆる
スイミング・プールだ。湯温は 37 ～ 40℃ぐら
いで、少しぬるめである。白っぽく湯ノ花が少
しだが浮いている所もある。無臭。アルカリだ
ろうか？日本のような成分の表示はない。もち
ろん効能書は無い。キャップをしないで室内温
泉に浸かっていたら、監視人（管理人）に注意
された。持っていないと言ったら貸してくれた。
当にスイミング・プールである。
　同じ物が出るのだろうかと心配？したビュッ
フェの夕食は、メインや野菜などメニューは昨
日とかなり変わっていた。ビーフステーキが
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あったので食べたが、やや硬く余り美味しくな
かった。

9 月 2日（火）雪：ネヴァードス・デ・チジャ
ンで停滞

　朝起きたら曇りで外は寒そうに見えた。8 時
過ぎに雪が降り始める。上部は霧で真っ白、ホ
ワイトアウトだ。朝食の後どうするか迷った。
　上部は無木立で目印になるような物はリフト
の支柱、降り場ぐらいで、ホワイトアウトでは
簡単に迷う。電波がないので GPS は使えない。
迷ったら遭難だ。ということで様子を見ながら
ずるずると停滞になった。昼頃、一階バーのラ
ウンジに集まり、ピスコ・サワーとスナックで
歓談する 。結構良い気持ちになり昼飯はスキッ

写真 8．�ネバードス・デ ･チジャン（9月 1日）。アン
デス・チジャン火山（活火山）の山頂付近（～
3100m）の強風。

写真 10．�ネバードス・デ ･ チジャン（9月 1 日）。室
内温泉の建物。左がサウナ。右が屋外温泉。
水着、スイミング・キャップ着用。

写真 12．�室内温泉（9月 3日）。湯気が立っているの
で温泉と判る。泉温は 40度。

写真 9．�ネバードス・デ ･チジャンの主なエリア（9月
1日） 。右の赤い屋根の建物がホテル。谷の左
側がリフトで行ける範囲。右側はキャットス
キーのみ。Otto lift は長さ 2172mで最長。20
分以上かかる！

写真 11．�屋外温泉（9月 3日）。露天風呂と表現する
雰囲気ではない。シャワーが付いている。こ
れだけ見ていたら普通のホテルのプールと同
じ。泉温は 39度。ぬるい。
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プ。私と K は夕方まで昼寝。　夕食前、少し
広い部屋に集う。温泉に行った女性達はブラジ
ルから来たビキニの若い女の子がたくさんい
て、一番下の温泉（プール）で踊っていたと若
い（比較的に）K に報告した。ワインと手製の
スナックを楽しむ。これに加え女性群は自前の
サンドウィッチを食べたので食堂はパス。この
日食堂へ行ったのは男組だけ。

9 月 3日（水）快晴：ネヴァードス・デ・チジャ
ンでスキー

　朝一番乗りでスキーパスに今日のリフト代を
チャージして、9 時半頃滑り出す。ホテル脇で
新雪は 10 ～ 15cm ぐらいか。雪はいい（写真
13）！まずリフトを乗り継いで Tres Marias へ
行く。一部整地されていない斜面があり、ゲレ
ンデスキー専門の女性は踏んでないところを滑
るのにかなり苦労した。
　昼はホテル脇のオットー広場のピクニック・
テーブルで女性達が日本から持ってきたカッ
プ・ラーメンを皆で分けて食べる。旨い！ 日
差しが強く私の顔は日焼けで赤くなり皮も剥け
てきて、特に鼻が酷くなっている。
　午後はここで一番長いオットーリフトに乗
り、最上部まで行く。遅いので 20 分ぐらいか
かった（休めるが）。ここからの斜面はほとん
どが非整地である（写真14）。残念なことに我々
が反対側の Tres Marias に行っている間の午前
中に荒らされてしまっていた。山スキーヤーに
とってはブラボーだが、ゲレンデスキー専門の
女性は苦労する（写真 15）。写真 16 はこのコー
スの下部から見下ろしたビギナーエリア。
　スキーの後の温泉は気持ちがいい。一昨日と
比べると混んでいる。夕食後、明日サンティア
ゴへ戻るので大体の荷造りをした。過ぎてみる
とあっという間のチジャンだ。3 日間はやはり
短い。今日は新雪が滑れて皆満足。私のチリ ･
スキーで新雪に当たったのは初めて。

9 月 4日（木）晴れ：ネヴァードス・デ・チジャ
ン　－　コンセプシオン　－　サンティアゴ

　ホテル発 9 過ぎ。空港へは 12 時前に着いた。
距離165kmをトイレ・ストップを入れて3時間。
結構遠い。

写真 13．�ネバードス・デ ･ チジャン（9月 3 日）。前
日の新雪が積もったコース。広くて誰もいな
いので、皆思い思い好きなように滑った。

写真 14．�新雪が積もった非整地斜面の中程からオッ
トーリフトと上部非整地斜面を見上げる（9
月 3日）。

写真 15．�非整地斜面で苦労する仲間（9月 3日）。午
前中に来ていたら新雪斜面を滑れた。
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　例によってスキー 3 台を一つに束ねて、2 つ
の Excess にする。ここではラップしろと言わ
れない。さらに何かの手違いかどうか判らない
が、なんと無料であった。うれしい誤算。来る
時、必要がないのにラップしろと言われて余計
な出費があったので、嬉しい。
　夕食は羊のパタゴニア風焼肉（Cordero 
Asado）の店 Meson de la Patagonia を D に予
約して貰い行った。チリの食事の量は多いので、
Cordero Asado と牛ステーキ、豚のステーキを
2 人前ずつ注文して、それぞれを 3 人で分けた。
コルデロの量がとても多く、3 人でも食べきれ
なかった。旨い。牛は思っていた程美味しくは
なかった。行きはホテルで、帰りは店でタクシー
を呼ぶように頼んだところ、いずれも そのよ
うなサービスはしていない、店を出たところで
拾え、Uber Taxi を自分で呼べと言われた。一
同エ？！

9 月 5日（金）快晴：サンティアゴ市内観光

　ホテルの最寄りのメトロの駅でメトロカード
（Suica と同じ）と 6 人分の切符を買う（チャー
ジする）。G によると今のサンティアゴは移動
手段としてメトロが一番安全だという。有数の
展望観光スポット、セロ・サンタ・ルシーアへ
行く。この時間（10 時頃）はまだ空いている。
スモッグが濃いが市内の景色を堪能する。
　次にサンティアゴ一の大きな道路を渡って定
番の土産屋街サンタ・ルシーア工芸店街に行く。
賑わっているが昔ほどではない。
　昼飯は中央市場の Donde Augusto へ行く 。

ここは危険地帯なので近寄るなと言われていた
が、やはりサンティアゴ観光で訪れたいスポッ
トの一つなので、注意すればいいだろうという
ことで行った。
　驚いたことに、昼過ぎなのにマーケットの中
はガラガラ、店もガラガラ！昔を知っている人
間には信じられない光景だ。サンティアゴ在住
の友人からこの付近は外国人の犯罪が多くな
り、チリ人は寄りつかなくなったと聞いていた。
本当だ！ここのトイレで女性は財布を取られた
のだろうという。私の 40 年に渡るドンデ・ア
ウグスト通いでこんなに閑散としているのは見
たことがなく、複雑な思いであった。
　食事を堪能してマーケットの外に出た時、私
はここはサンティアゴで一番危険な場所だから
気を付けるよう、改めて警告した。雑踏の中を
メトロの駅の方に歩き出した。
　事件は混雑している道路脇からメトロへの階
段の降り口へ曲がったところで起きた。仲間の
女性の一人が ショルダーバッグをひったくら
れそうなり仰向けにひっくり返った。幸い、女
性は無傷だった。バッグは袈裟懸けにして上着
を羽織っていたので取られなかった。昼間の衆
目の雑踏の中での出来事である。周りの人達で
気に止める者はいなかった。走って逃げる犯人
をつかまえようとする者もいなかった。しょっ
ちゅう起きているので、またか、という反応な
のだろうか。ほとんど同じ場所（同じ地域）で
一週間に 2 回も被害に遭うとは！
　昔からこの地域は治安が悪かったが、友人の
話ではピニエラ政権の 2010 年代半ばから南米
他の国からの移民が増えてこの地域に多くた
むろ（住む？）するようになり、ここ数年治
安が特に悪くなっているという。ダウン・タ
ウンは全く様変わりしてしまったようだ。午
後は D の案内で郊外にある高級工芸村 Centro 
Artesanal Los Dominicos へ行った。
　明日からは別行動だ。私はコジャイケ旅行
の準備をする。他の者はイースター島へ 2 泊 3
日で行く。私はすでに 2 回行っているので今
回はパス。代わりにパタゴニア北氷原の玄関コ
ジャイケへ行くことにした。
　コジャイケにはチリ国立図書館分館のアイセ
ン州地域図書館がある。ここに、退職して間も
ない 2018 年に、30 年以上にわたるパタゴニア
氷河の調査で集めた空中写真や地形図など貴重

写真 16．�ネバードス・デ ･ チジャン（9月 3 日）。上
部からビギナーエリアを見下ろす。
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な資料と調査で得たデータ並びにその成果に加
え、パタゴニア氷原に関する図書（古本市場で
2000 ドルの本を含む）も寄贈した。世界中の
研究者がアクセスできる。
　その後、21 回に渡る北氷原の空撮写真のディ
ジタル・スライド約 16,000 枚を寄贈した。そ
して今回、現地の仲介者 O が、23 回に渡るパ
タゴニア現地調査のディジタル・スライド約
16,000 枚を同図書館に寄贈するセレモニーを
アレンジしてくれた。これに加えて、1984 年
から 2018 年まで氷河空撮のパイロットだった
ロベルト・レオンと奥さんのクーキ に会うの
が目的だ。
　夜、D からイースター島観光に関して重要な
情報が入った。サンティアゴ空港でイースター
島行きの便に乗る前、入島申請をしなければな
らないという。イースター島に行く連中は誰一
人としてこの情報を把握していなかったので、
緊急に申請書類を作るよう連絡した。

9 月 6日（土）霧、晴れ：サンティアゴ　－　
コジャイケ

　イースター島へ行く連中は飛行機の時間が早
いので朝早く 5 時過ぎから動き出したが、私は
遅いのでのんびりした。離陸は 1 時前。天気が
良かったのでアンデスの山々が見えた。
　バルマセーダ着陸はコジャイケ時間 16:43

（サンティアゴ時間 15:43 今日から夏時間に変
わった）。空港施設が更に新しくなっている。
レオン一家が出迎えてくれる。コジャイケの彼
らの家に着いて驚いた。なんと 1980 年代に住
んでいた昔の家である。懐かしく我が家に戻っ
たような感覚だった！ロベルトがリタイア ? し
た時、サンティアゴに戻るつもりでこの家を売
りアパートへ引っ越していた。しかし、友人の
多いコジャイケに留まることにして 2021 年に
買い戻して 2022 年に引っ越したとのこと。や
はり人間関係が人生を決める。

9 月 7日（日）快晴：友人宅でBBQ

　今日は午後から O の家でバーベキューなの
で、朝食の後、町の変化（2018 年以来）を見
に散歩に出る。結構いろいろと変わっていたが、
一番驚いたのはトレッカー・観光客の溜まり

場だった Cafe Ricer が無くなっていたことだ。
この店は最初の GRPP1983（パタゴニア氷河
調査隊）の時、メンバーの情報交換のための溜
まり場にしていた。コロナで潰れたのだろうか。
　O の家は町から少し離れた小高い丘の上にぽ
つんとある。彼の家からの見晴らしは抜群だ。
360 度。初めて訪れた。ここからはセロ・ディ
ヴィサデーロにあるスキー場セロ・フライレが
目の前だ。世界最南端のプンタ・アレーナスの
スキー場に次ぐ緯度にある。冬の氷河調査の帰
りにレンタルスキーで滑ったことが 2 回ある。
今年は雪が少なくオープンしなかったという。
ここでも地球温暖化の影響か？風が少しあった
が晴れていて気持ちがいい。コンドルがたくさ
ん飛んでいる。地元の新鮮な食材で舌鼓を打つ。

9 月 8日（月）曇り、晴れ：コジャイケ　－　
サンティアゴ

　 O のピックアップで寄贈セレモニーが開か
れる郊外の博物館へ行く。9 時過ぎに国立図書
館アイセン州分館長のグローリアと博物館の館
長のグスタヴォに会う。ここの地下の収蔵庫に
私が寄贈した北パタゴニア氷原の空中写真が収
められている。セレモニーは簡単で、スライド
を収めた USB と寄贈する旨の書類をグローリ
アに渡し写真を撮った（写真 17）。レオン一家
に別れを告げ、O がバルマセーダへ送ってくれ
る前に図書館にちょっと寄った。ここには私が
寄贈した本や論文の抜き刷り等の展示がある。
　バルマセーダからサンティアゴまではほとん
ど曇り、着陸の少し前に雲が取れ、アンデスの
一部が見えたのみ。アンデスは何度見ても見飽
きない。サンティアゴ着陸は17時でスケジュー
ルより 30 分も早く着いた。
　イースター島の連中は夜 10 時過ぎに戻って
きた。K の短い話では、モアイの観光は、今は
国立公園なので入園料を払い（80US ドル）ガ
イドを付けないとできないようになっていたと
いう。それで 2 日目は一般ツアーに参加したと
のこと。帰る日の午前は日本人のガイドを頼ん
だという。従って自前で観光する予定だったレ
ンタカーはほとんど使わなかったとのことだ。
入島申請とか島内観光の制限という重要な情報
は日本にほとんど入っていないそうだ。それで、
最も重要な情報 2 つを全員が見落としていた。
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帰路

　9 日：ホテルの食堂で朝食を済ましてから空
港へ行く。G がトラックにスキーを積んで、も
う一台の車と共にホテルに迎えに来る。本当に
助かる。空港着 10 時過ぎ。例によってスキー
3 台を一つにまとめる。一つ 150US ドル（約
2 万 3 千円）取られた。K はブラジルに観光に
行くので帰りは5人。彼のスキーは我々が運ぶ。
　免税店で土産にモアイ像の入れ物に入ったピ
スコを買った。が、後でピスコはオーストラリ
アに持ち込めない、禁止されていて税関検査で
没収されるとの情報が入った。それで返金のた
め店まで慌てて走った。
　搭乗ゲートを過ぎたら乗客が滞留している。
なんのことかを思ったら、機内持ち込み荷物を
全て手で検査している。昔アメリカ便でやって
いた。オーストラリア便でやるとは全く予期し
ていなかったので驚いた。
　シドニー non-stop 便 QF28。昔 2015 年に飛
んだ時、non-stop 便はなくオークランドで給油
し 18 時間かった。今は 15 時間弱だ。
　シドニー着陸10日の午後4時半過ぎ。霧、雨、
16℃。入国審査は問題なし。ホテルに一泊な
のでスーツケースとスキーは 一時預かりに預
け、Airport Link で行く。翌 11 日は 午後 3 時
まで Rocks や Haymarket など観光して空港へ。
チェック・インでスキーの束（3 台）を excess
で登録したら一つについて AUD120（約 1 万 2

千円）取られた。来る前にカンタス航空 HP で
調べたらスキー等スポーツ用品はタダとあった
が。Latam に限らず Excess 荷物の情報が錯綜
している。羽田到着は 12 日の早朝 5:25。定刻
通り！スキーの束をバラし、各自宅急便で送る
手配をした後、ばらばらと解散。
　12 年振りのチリ・スキー、直前に大雪が降
り救われた。チリまで行って雪が無かったら悲
惨だっただろう。最近のアンデスの気候も不順
らしく、7 月末に大雨が降った。その直後一晩
で 1m 近く積もった大雪！ 雪と天気、全く時
の運のようだ。

写真 17．�コジャイケのアイセン州博物館での贈呈式（9
月 8日）。国立図書館アイセン州分館の館長
グローリアに約 16,000 枚のパタゴニア氷河
調査のスライドが入ったUSBを贈呈した。

　国立民族学博物館を停年後もさかんに執筆を
続けている山本紀夫さんが、82 歳をすぎてま
た大著をものにした。編著とあるが、大半を執

図書紹介

『民族植物学入門－アンデスからヒマラヤへ』
山本紀夫編著

京都大学学術出版会　2025 年 12月発行　菊上製・452頁

ISBN：9784814006236　本体：7,200 円（税込 7,920 円）

斎藤清明

筆。長年にわたるフィールドワークをもとに、
中央アンデスとネパール・ヒマラヤの農耕文化
を取り上げて人間と植物との関わりを追求し、



12

高地文明という視点を提唱している。
　京大探検部員だった山本さんは 1968 年、農
学部 4 回生のときにアンデスの栽培植物の調
査に出かけた。それ以来のフィールドワークは
50 回を超え、現地での滞在も 13 年間余りにな
る。農学での博士論文の後、民族学に転じ、「民
族植物学」に打ち込んできた。ネパール・ヒマ
ラヤでも 1991 年から調査をおこなっている。
　本書の前半は第 1 部「民族植物学からみたア
ンデス世界」。その多様な自然環境はじめ、知
られざる家畜や栽培植物を紹介。ジャガイモに
ついて、もとは雑草のような野生種から栽培種
になってきた「ジャガイモの誕生」を描いてい
る。また、昔からの食糧源を、土器に描かれて
いる図像で示し、わかりやすい。インカ帝国や
それ以前の農耕文化についてもくわしく触れ、
毒抜きから食糧貯蔵にいたる食品加工技術も取
り上げている。そのうえで、中央アンデス南部
高地を根栽農耕（イモ類）文化圏としてとらえ
ていく。
　根栽農耕は東南アジアなど熱帯低地が中心地

だ（中尾佐助『栽培植物と農耕の起源』）が、
アンデスという熱帯高地でも、寒冷高地な環境
に人々が適応するために技術的、社会的に発達
させてきたという中央アンデス根栽農耕文化論
である。
　また、アメリカ大陸の古代文明は穀物のトウ
モロコシ農耕が基盤で、アンデス文明について
も同様にいわれているが、山本さんはジャガイ
モの重要性をかねてから唱えてきた。今回、いっ
そう説得力のある主張をおこなっている。それ
とともに、今日のインカの末裔たちの暮らしに
ついて触れることも忘れていない。
　後半の第 2 部「民族植物学からみたヒマラ
ヤ世界」は、登山家でもある山本さんがネパー
ル・ヒマラヤを、社会学や地理学、植物学など
の専門家と学際的なチームを組んで調査した成
果が、共同執筆として盛られている。「ネパール・
ヒマラヤの多様な植生―亜熱帯林から高山草地
まで」、「作物と家畜と森林と―シェルパ族の生
業」、「エベレストの山麓で有毒イモを食べる―
半栽培植物の利用」、「シェルパ社会の食卓革命」
などと。
　最後に、「民族植物学から高地文明の生態史
観へ―アンデスからヒマラヤへ、そしてチベッ
トへ」で総括する。チベット文明を取り上げ、
同じ高地のヒマラヤでは文明にならなかった理
由にも触れる。そのうえで、「なぜ中央アンデ
ス高地で文明が誕生したのか」に迫り、そのた
めにも民族植物学が重要だと説く。
　本書は、山本さん自らの調査・研究をたどり
つつ、「入門」とうたったのは、一般読者にも
理解してもらおうとの願いからだという。小生
は山本さんと農学部（農林生物学科）で同期だっ
た（最初の調査から帰国したばかりの彼に下宿
を譲って私も南太平洋へ貨物船で出かけたこと
もあるが、毎年のように南米に出かける彼をす
ごいとおもったものだ）。いま、高齢になって
も旺盛な執筆活動は、今西さんや梅棹さんをほ
うふつさせてくれる。うれしいことだ。
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北大・京大交流会（続）

　昨年夏、北大の仲間と笹ヶ峰ヒュッテに泊ま
り、京大の皆さんと飲んで食べ、山の歌を歌い、
歓談させていただいた。榊原さんによれば「京
大と北大は同じにおいがする」のだそうだ。た
とえ山行を共にしたことがなくても、山岳部の
先輩と後輩の間には、人生の一時期に同じ経験
を共有したことによる親近感・一体感があるよ
うに思う。それが京大と北大の間に感じられる
のは、同じようなスタイルで登山をしてきたか
らなのだろう。
　京都で生まれ育ち、洛北高校の山岳部から北
大山岳部に入った。多分、4 年目のころ、京大
山岳部から北大のルームに問い合わせがあった
のだと思う。京都に帰省した折に、実家のママ
チャリを借りて、熊野寮に京大山岳部の人たち
を訪ねた。何の話だったのか、思い出せないが、
深夜まで山談義で盛り上がり、間違えて寮の住
人のつっかけを履いて、帰ってしまった。多分
1981 年に、幸島さんが札幌に来られたときに
は、お化け屋敷で飲食して、ヘルヴェチアヒュッ
テにご一緒したように思う。
　笹ヶ峰ヒュッテの 2 日目は、幸島さんの案内
で、北大の八木キンペイと、ブナの森を抜けて
火打山を目指した。途中、オバサンたちにも追
い越されて、高谷の池で断念して引き返した。
午後はヒュッテ 2 階の広いデッキから高原の借
景を眺めて過ごし、3 日目に山岸さんに駅まで
乗せてもらい、札幌に帰った。
　お土産に「ヒマラヤへの道」を頂戴し、お返
しに「北山の会」（京一中・鴨沂・洛北山岳部

同窓会）にあった「京大山岳部時報 1950」を
杉山さんに送った。京一中山岳部の創立部員の
加納一郎は北大予科へ、4 年後輩の今西錦司、
西堀栄三郎は三高から京大、藤江永次は北大予
科へ進むなど、京大と北大は山行きのはじまり
でつながっている。
　現在、北山の会では、初代笹ヶ峰ヒュッテや
北大のヘルヴェチアヒュッテと同じ頃に建てら
れた山小屋「北山荘」の百年記念誌をつくろう
と準備している。参考資料を探して、竹田さん
に三高山岳部ルーム日記を閲覧させていただい
た。斎藤清明さんの今西錦司に関する著作も読
んだ。
　初代の北山荘は西堀さんたちが大阪美津濃か
らもらって直谷上流に移築した小屋。当初は京
大旅行部が所有していたが、利用していたのは、
もっぱら三高や京都一中の部員たちだった。戦
中の 1942 年に一中が建て直している。
　ところで、「ヒマラヤへの道」を読んで、面
白い発見があった。僕の曾祖父の一人は田中喜
左衛門という。京都で味噌屋？を営んでいた
が、早くに隠居して山道楽に入れ込み、単杖の
スキー山行や三高山岳部の若者たちと登山をし
ていた人らしい。その名前が「ヒマラヤへの道」
の戦前史に何回か出てきて、AACK の創立時
からの会員であったことを知った。
　京大と北大が同じ頃に山小屋を建てていた共
時性、山岳部のつながり、個人的なつながり、
数十年の時を経て、動き出したご縁を大切に、
次代の若者に引き継げれば楽しいことだ。

京大山岳部とのご縁
小泉章夫（1974 年 AACH入部）
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　AACK という呼称を最初に知ったのはたぶ
ん中学 3 年か高校 1 年のころ、岩波新書の西
堀越冬記を読んだときだったか。南極観測船「ふ
じ」の建造が進んで、南極観測再開の話題が
ニュースに頻出するようになったころだった。
北大山岳部に入ってルームの図書で、AACK
の錚々たる先達たちの著書や AACK の海外登
山、学術調査の報告書に触れるようになった。
そういえば、学部 2 年目のときの 1 月に、京
都から岩坪五郎夫妻と樋口明生夫妻がヘルヴェ
チアヒュッテを訪れた時、キッチンボーイとし
てお世話したことがあった。
　南極観測が始まったとき、小学生だった私は
いつの日にか南極に行きたいと思っていたが、
卒業論文のフィールドである日高山脈に出かけ
る直前に、山岳部の先輩でもある指導教官のジ
ミーこと木崎甲子郎さんから「お前、南極に行
くか？」と訊かれ即座に「はい」と答えて、南
極行の切符を手にいれた。
　加えてもらったのは、低温研の成瀬廉二さ
んが率いることになっていた第 14 次越冬隊

（1972-74）の内陸旅行チームのメンバーだっ
た。わたしの役割は「設営一般」、主に野外観
測のサポートだったが、同じチームに、雪氷担
当の横山宏太郎さんがいた。彼とは京大と北大
での山岳部の入部年が同じだった。準備期間も
含めて 2 年近くを宏太郎さんと共に過ごして、
すっかり意気投合してしまった。帰国後も親交
を深めて、お互いに札幌と京都を行き来してい
るうちに周りの悪友たちも一緒に遊ぶように
なった。
　そのころ、AACH の渡邉興亜さん、伏見碩
二さん、名越昭男さんらとともに、名古屋の樋
口敬二研究室のグループにも AACK 出身者が

多数いることがわかり、人脈の豊富さに圧倒さ
れる思いだった。
　1976 年から自分のフィールドをネパールヒ
マラヤに求め、カトマンズで転がり込んだのが、
樋口研の GEN（ネパールの氷河研究グループ）
の根城であった。なかなか発行されないトレッ
キング許可証を待つ間に、ずるずると滞在が長
引き頻繁に出入りする GEN のメンバーの中に
はもちろん AACK のメンバーがいた。また、
カトマンズで一緒に過ごした和田チョ―ハ（一
雄）さん（AACH、霊長研）が 1980 年ころ主
宰していた「ヒマラヤを語る会」にも AACK 
の若い会員が加わっていた。
　南極 OB も含め、付き合いの濃淡はあるけれ
ど、多くの AACK の皆さんと知り合いになり
刺激をもらえたことは、私にとって幸運なこと
だ。
　笹ヶ峰ヒュッテには、以前から宏太郎さんに
連れていってくれるように頼んでいたことだ
が、2025 年夏に実現して、多士済々の AACK
会員の皆さんと、楽しく交歓できた。その時に
あらためて、AACK と AACH の親和性に気づ
かされた。
　アカデミック・アルパイン・クラブという似
通った名前をもつこの二つの団体の命名の由来
については、今回、八木キンペー君が書いてく
れたので、疑問は解けた。昨今の現役部員の減
少の中で、AACK と AACH が連携することで、
明るい未来が開けそうな予感がする。若者世代
に期待しよう。
　迎え入れてくださった、AACK の皆さん、
ありがとうございました。
� （2026.2.7）

AACKとの出会い
白石和行（1967 年 AACH入部）
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　ベランダの椅子に腰かけ、冷えたビールをぐ
いと喉に流し込む。眼前には、ゆるやかな牧草
地が広がり、夏草が涼風にかすかに波打ってい
る。ここは京都大学笹ヶ峰ヒュッテ。妙高山や
火打山、黒姫山に囲まれた標高 1,300 メートル
の高原は、都心の灼熱がうそのようにさわやか
である。
　私がこのヒュッテにやって来たのは、幸島司
郎さんが前号（114 号）で書いているように、
大学山岳部が抱える数々の課題を乗り越えるた
め、組織を超えた交流を深めようという趣旨で
開かれた第 1 回京大・北大交流会に出席するた
めである。そのために私は改めて資料を読み込
み整理し、万全を期して臨んだ。京大の方々も
課題を深彫りし精査してくるに違いない。それ
にきちんと誠実に応えねばならないと思ったの
である。（上記表現は嘘です。そんな気持ちが
あろうはずもないのはバレバレです＝笑い。榊
原雅晴さんが前号で記している如く、飲んで食
べ、談笑し歌って大いに盛り上がり、素晴らし
いひと時をすごさせていただきました）
　周囲の山々を眺めながら、「そうか、50 年前
に笹ヶ峰ヒュッテに来ることができたかもし
れない。ひょっとしたら AACK の会員として、
何度も訪れていたかもしれない」という思いが
私の脳裏に浮かんだ。榊原さんが、前号で書い
ているのでちょっと補足させていただく。
　今からおよそ 50 年前のことだ。農学部を卒
業した私は、札幌の繁華街ススキノで餃子屋に
なった。酔客やホステス相手に餃子を焼いて提
供するのは楽しかったが、2 年ほどして柄にも
なく「学問」などに触れてみたくなり、京大の
霊長類研究の大学院を受けることにした。試験
日より早めに京都入りし、万全の準備と最後の
仕上げをして試験に備える計画を立てた。そこ
で、横山宏太郎（以下コータロー）さんの銀閣
寺の土蔵の下宿に転がり込んだ。コータローさ
んとは、白石（AACH）を通しての知り合いだっ
た。二人は一緒に南極で越冬し、帰国後、コー
タローさんが札幌を訪れた際には、私ともよく
飲むようになった。そんな間柄である。

　しかし、コータローさんの下宿に寝泊まりし
たのがいけなかった。連日のごとくコータロー
さんに飲まされ勉強などまったくできない状
態となった。結果はもちろん不合格。「コータ
ローの下宿を選んだのがそもそもの間違いだっ
た。コータローのあほ～」と悔恨の思いで札幌
に帰った。もしあの時、「コータローさんの下
宿」ではなく、京都の宿屋などに泊まっていれ
ば、私は AACK の会員になり、すでに 50 年前
に笹ヶ峰ヒュッテを訪れていたかもしれなかっ
たのである。
　閑話休題。笹ヶ峰ヒュッテでは昔から名前を
存じ上げ身近に感じていたが、実は会ったこと
がなかった人たちに実際に対面できたこともと
てもうれしかった。例えば、斎藤清明さん。コー
タローさんのおかげで（せいで）、一敗地にま
みれた私は、札幌に戻り餃子屋を辞めた。妻の
大学院の奨学金と私自身の塾の先生などのアル
バイト賃で糊口をしのいでいたが、ある日、妻
が「大学の掲示板に毎日新聞記者募集の貼り紙
が出ていた」というので、試験を受けたら入っ
てしまった。そのことを京大から北大の低温科
学研究所に来ていた中尾正義さん（AACK）に
話したら、「仲間に斎藤清明という毎日新聞の
記者がいる。一度会ったらいいよ」と言ってく
れた。ぜひお会いしたいと思いながら半世紀が
経過し、今回初めてお会いすることができたの
である。
　幸島司郎さんのことは、樋口和生（AACH）
からよく話を聞いていたが、今回やはり初めて
対面できた。また、山岸久雄さんは南極 OB 会
の会計を担当しており、その南極 OB 会の事務
局は、東京・神田の私の事務所に同居している。
しかし、事務所ではすれ違いで会ったことはな
く、なんと笹ヶ峰ヒュッテが初対面だった。

最後に
　京大のみなさんが何から何までお膳立てして
くれました。食事の支度から後片付けまですべ
てをやっていただき、我々はお殿様のように
座っていればいいというという状態でした。た

念願の笹ヶ峰ヒュッテを訪れて
浜名純（1967 年 AACH入部）
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だただ感謝する次第です。
　次回は、ぜひ北大山岳部の山小屋「ヘルヴェ

チアヒュッテ」か「空沼小屋」で交流しましょ
う。お待ちしています。

　笹ヶ峰へのお招きありがとうございました。
去年の 7 月に幸島さんと一緒に北海道の天塩川
をカヌーで下る機会もあり、お会いできるのも
楽しみだったので、今回の交流会に参加させて
もらいました。素晴らしいヒュッテンレーベン、
お陰様でとても楽しい時間を持たせていただき
ました。
　京大山岳部と北大山岳部“同じ匂いがする”
と宴席でも誰かがお話されていたかと思いま
す。なんか親しかった古い友人と偶然道端で出
会って“じゃあ　飲みに行こうか？”と馴染み
のお店で盛り上がっているような雰囲気でし
た。参加させてもらって本当によかったです。
　さて、よい機会と思い、この場を借りて最
近調べた北大山岳部の英語名称のことについ
てご紹介させていただきます。北大山岳部は
Academic Alpine Club of Hokkaido（AACH）
が、創立当時（創立当時名称には of は無し）
から用いられています。国内の大学山岳部の
英語名称としては他では見られない珍しいも
のですが、京都大学山岳部の OB を中心につ
くられた京都大学学士山岳会でも、Academic 
Alpine Club of Kyoto（AACK）という名称を
使用されています。この名前の由来と AACH
と AACK の関連性について過去の資料をたず
ねてみることにしました。
　AACK の由来については、皆さんご存知か
と思います。幸島さんから送っていただいた
AACK Newsletter（No.107,108 2024 年 3 月 ）
には、「AACK の創立メンバーである高橋健治
さんが、AACK 創立（1931 年）当時 AACZ

（チューリッヒ）と強いつながりを持っておら
れたようで、その縁で AACZ にあやかって新
しく設立する山岳会を AACK と名付けたのか
もしれません。」と事務局だよりに記されてい
ました。また、AACK50 年史『ヒマラヤへの道』

（1988) で、「A.A.C.（アカデミッシェル・アル
ペン・クルプ）という名称は、スイスのベルン

やチューリッヒなどで使われていた。（中略）
優秀な人材を抱えて活躍しているのを、今西ら
はアルパイン・ジャーナルなどで知っており、
そのようなクラブを作りたいと考えた」とあり
ました。更にこの本では昭和 12 年度（1937 年）
の会則第一条に「本クラブハアカデミックアル
ペンクルプキョウト（A.A.C.KYOTO）、ト称
ス。」という記載も見つけることができました。
　一方 AACH については、英語名称をなにか
で規定されているということはありませんで
した。過去の山の会の会報の記述をたどると
北大山の会會報第 30 号昭和 35 年（1960 年
11 月発行）の「グブラーさんのことども」と
いう渡辺千尚 OB のコラムで「山岳部の呼称
で A.A.C.H.（Academic Alpine Club Hokkaido）
の選定は同氏の助言によるものである。」とあ
り、詳細な年代については言及されていませ
んが、山岳部の 1926 年創立時に提案された
と推測されました。明確に記録が残っている
ものとして、「北大山岳部文武会山岳部記録
1.1926.11.10 ～ 1931」を見つけました。その
ノートの 49 頁、昭和 2 年（1927 年）5 月 3 日
の新入部員の歓迎会の記録のあとに和辻廣樹
OB のデザインの部員章のスケッチが載せられ
ていました。このノートの数頁あとに「エー
デルワイスにザイルをまきそのザイルの上に
AACH（Academic alpine club Hokkaido）なる
字を入れた。」とあり、少なくとも 1927 年に
はこの英語名称が用いられていることがわかり
ました。
　アーノルド・グブラーさんは 1925-1932 年
の間ドイツ語教師として北大に勤められ、北大
山岳部創立時の部員と親交があり、現在も使っ
ているヘルヴェチアヒュッテという山小屋を
作った主要な方のおひとりです。彼はスイス
山岳会 Schweiser Alpen-Club に所属しており、
その頃の AACZ のようなスイスの大学関連の
山岳会のいくつかが AAC- の名称を使ってい

旧友との邂逅ーAACKと AACH
八木欣平（1974 年 AACH入部）
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　私は 1967 年に京大山岳部に入った。AACH
の白石和行さん＊、浜名純さん＊と同期入部で
ある。
　京大山岳部（KUAC）では合宿は少なめで分
散山行が基本だった。行きたい山を見つけ、日
程を考え、仲間を募って計画を作りあげていく。
その過程で、過去の登山記録の調査は欠かせな
い大事な作業だった。KUAC 報告や山岳雑誌
など部室にある書物で記録を探していく。北海
道の山を対象にするときは、何といっても北大
山岳部（AACH）の部報が頼りだった。私にとっ
て AACH との初めての接点だった。北海道の
山を何度か計画したが、札幌のルームを尋ねた
りはしなかった。
　ヒマラヤのため、上田豊さんらの真似をして

「氷河研究」「雪氷研究」に進むことにした。現
役の終わり近く、氷河研究をめざすグループが
動き出していた。名古屋大の樋口敬二先生（三
高山岳部 OB）に京都からは中島暢太郎、樋口
明生両先生。京都の学生では井上治郎さん（3
学年上）がかしらだった。そこへ最下級生で加
わった。樋口研究室に初めて行ったときに「サ
ロン」と称された大部屋で、テーブルに足を上
げてペンチで電線の被覆を剥いている人が迎え
てくれた。年上だがなんとなく親しみやすそう
ですこし安心した。それは名越昭男さん＊だっ
た。思えばこれが AACH メンバーとの最初の

遭遇だった。グループには渡辺興亜さん＊、伏
見碩二さん＊がおられた。
　大学院に進むつもりでいたが、たいして勉強
もせずそれでも京大なら合格するだろうとのん
びり構えていた。真に受けたわけではないが、
試験会場を出ると合格者名簿が貼ってあった、
などという話をする先生もいた頃である。
　1971 年夏のはじめころか、渡辺さんから電
話があった。宇治の防災研究所の井上さんが居
た部屋で受けたと思う。用件は、「来年南極へ
行くか？」だった。願ってもないチャンス、と
喜んだ。翌年に出発する第 14 次隊の雪氷分野
では内陸調査の計画があり、氷床の流動を求め
る測量が大きな仕事という。私は学部では地球
物理学教室の測地の研究室にいたので、測量が
できるからの打診となったのかもしれない。こ
のおかげで、大学院も合格できた。面接で「君
は氷河の研究をしたいそうだが、日本に氷河は
ない（当時の認識）、どうするのかね」との質
問に、待ってましたとばかり「合格できれば南
極に行けることになっています」と答えた。拾っ
てくれた質問の主が指導教官となる先生だっ
た。

　白石さんと初めて会ったのは、乗鞍での観測
隊隊員候補者の訓練合宿の時だったろう。すぐ
に意気投合したのは「同じニオイ」の故か。偶

AACHに感謝
横山宏太郎

たことから、その名称を薦められたと思われま
す。
　日本の他の山岳部にはほとんどみられない
Academic という名前は、別のルートではあり
ますが、ともにスイスの大学山岳会に由来する
ものでした。ただ、その Academic という言葉
で表現されるもの、AACK と AACH は組織の
形態も異なり、その方向性も全く同じとは言え
ないかもしれません。それでも単に高さや困難
だけではない“未知への好奇心”のようなもの
がこの言葉に込められている気がしました。同
じ匂いを感じたのはそのせいかもしれません。
心地よい時間をありがとうございました。

追 記 1　AACK Newsletter（No.107,108 2024
年 3 月）の事務局だよりに AACH の由来につ
いての問いのコメントがありましたが、この拙
文で回答になるかと思っています。

追記 2　幸島さんとはほぼ 50 年ぶりの再会で
した。50 年前最初にお会いしたとき、幸島さ
んはご自身の研究のための来道で、僕は獣医学
部の研究生でした。あの時僕が、ライオンの肉
を調達してきたとお話されておられましたが、
僕には　“ライオンの解剖検査”を行った記憶
がありません。ただ、仕事柄から、色々と検査
はしていました。“ライオンの肉”については
都市伝説ということでご了解ください。
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然の出会いだが私にはほんとうに幸運なこと
だった。
　大学院は休学して 1972 年 6 月から文部省に
雇ってもらい（文部技官）、東京・板橋の極地
研究センター（のちの国立極地研究所）に準備
のため詰めることになった。そうすると住所が
京都では通勤圏内とはいえないのでマズイとい
われ、白石さんの実家に名目だけ下宿させても
らった。南極ではもちろんだが、このように、
当初から白石さんには様々に世話になってい
る。
　14 次隊では昭和基地でも内陸でも二人でよ
ろず雑用引き受け係だった。内陸旅行では、白
石さんは装備を、私は食料を主に担当した。南
極での行動には極地ならではの危険が伴うのだ
が、隊員のなかの登山経験を持つものが中心に
対応していた。南極観測の初期に比べるとその
数がしだいに少なくなってきていた当時、14
次隊では、白石さんと私が中心だった。一緒に
行動していて全面的に信頼できる人がいるのは
なんとありがたいことであったか、といま振り
返って思う。
　楽しい一年間の越冬は終わり帰国して、観
測データの整理に雪氷分野主任の成瀬廉二さん

（北大ワンダーフォーゲル部 OB）のおられた北
大低温研へいった。そのときは矢野実さん＊の
下宿に居候の白石さんに居候という状態になっ
た。必然的に同級生の皆さんと会う機会があり、
そこから付き合いが広がった。特に浜名さんと
は、ご本人が仰るように付き合いが深まった。

　ネパール・カトマンズに活動の基地となる建
物を持とう、というカトマンズクラブ（AACH
会員が中心）に誘われて加わった。1977 年秋、
ランタンリ偵察のためネパールへ行き、出来立
てのカトマンズクラブハウスを利用した。単独
で地質調査に来ていた白石さんと一緒になり、
室内の整備などを手伝った。山田知充さん * が
一家で隣の家に住んでおられたのはこの時だっ
たろうか。
　1980 年秋、木崎甲子郎隊長 * のヒマラヤ地
殻変動調査隊に測量屋として加わりネパールに
行った。多士済々の隊員を包み込むような隊長
の人柄もあって、楽しい隊だった。カトマンズ
クラブハウスでは AACH の冬期バルンツェ隊
と同宿になり、楽しいカトマンズ暮らしができ

た。

　1982 年から西宮市にある武庫川女子大学で
教員を務めた。担当は被服気候学、人間をとり
まく様々な環境に対しどんな服装が適している
かを考える。登山や極地の衣類装備もその線上
にある。人間ー熱環境系シンポジウムという会
合では、冬期ダウラギリ隊の報告でお名前を見
ていた西安信さん＊にお会いできた。西さんは
建築、私は被服で、いずれも人間と環境の間に
ある調節機構というわけである。私は短期間で
雪氷分野に戻ってしまったので、いろいろ教わ
る機会なく残念だった。
　雪氷分野に戻ってから南極の深層掘削計画に
関わった。AACH からも何人も関わっていた。
物資輸送と基地建設の第 35 次隊（1993 年出発）
は渡辺さんが総隊長・夏隊長、私が越冬隊長だっ
た。ドームふじの基地をほぼ完成して迎えた第
36 次のドーム隊は、リーダー東信彦さん＊のも
と、ドームふじ初越冬と深層掘削開始の大役を
果たした。
　そういえば、樋口和生さん＊が最初に南極観
測隊に参加するとき、外部委員として面接をし
たことを思い出した。たぶん白石さんからの依
頼だっただろう。

　北大のヒマラヤ地域での活動記録ともいえる
「テーチス海に漂う青い雲」の出版に誘われて、
ほんの少し書いただけだが著者の一人に加えて
もらった。著者のなかにはお会いしたことがな
い先生方の一方でカトマンズ暮らしを共にした
方もある。久しぶりで分厚い「テーチス海」を
開いて読み始めると止まらず、この原稿が進ま
ない。貴重な機会をいただいたものである。最
近、浜名さんに誘われて「チベット紀行」にも
少しだけ書かせてもらった。

　これまでたくさんの場面で、AACH のひと
たちのおかげで楽しいことや貴重な経験ができ
た。たいへんありがたいことだった。私も少し
はお手伝いしたこともあるが、そのベースには、

「同じニオイのする人たち」という感覚があっ
たのだろう。このところはほとんどスキーなど
遊びの付き合いになっているが、その一つとし
て白石さん・浜名さんを笹ヶ峰ヒュッテへ誘っ
たことが発端で今回の交流会となった。おかげ
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　お手元にお届けした Newsletter の 113 号と 114 号に誤りがありました。たいへん申し訳ありま
せんでした。お詫びして以下の通り訂正いたします。
　なお、web 掲載版では、公開から 2、3 日以内に修正済みです。PDF をダウンロードされた方は
お手数をおかけしますが確認をお願いします。

　113 号
　　24 ページ左、写真 2 の説明の 2 行目
　　誤「右から」→正「左から」

　114 号
　　7 ページ左、本文の 3 行目
　　誤「シスパーレ」→正「シアピーク」
� 以上
� 編集人　横山宏太郎

事務局だより

　冷え込みが厳しい 1 月 24 日土曜日、雪をま
とった比良山系がくっきりと見渡せる琵琶湖の
ほとりのフィガロホールという小さいけれども
整ったホールで、「笹ヶ峰メモリアルコンサー
ト」と名付けたコンサートを開催しました。
　コンサート開催の経緯を話すと長くなりま
す。ほぼ 20 年前のこと、笹ヶ峰京大ヒュッテ
が竣工し落ち着き始めたころ、この笹ヶ峰の素
晴らしい環境でプロの音楽家に来ていただいて
コンサートができないかという話が持ち上が
り、会員、故原剛さんご夫婦、故笹谷哲也さん、
それに原田道雄さんが発起人となり、笹ヶ峰音
楽祭というものを開催する運びとなりました。
それ以降、この音楽祭は毎年初夏に京大ヒュッ
テで開催し十数年間続くことになります。仙台
フィルのコンサートマスターの方、欧州帰りの

新進気鋭の音楽家の方々、時には会員田中二郎
さんご息女のご縁のロックバンドやニュースス
テーションのテーマ曲の作曲家などに来演いた
だき、山岳部 OB 有志、周辺の大学の山小屋の
関係者、その他、山仲間の方々が集い、昼は鳥
のさえずりを聴きつつ音楽を楽しみ、夜は星空
の下でバーベキューを囲んでお酒と会話を楽し
み、下界の煩わしさを忘れるひと時を満喫して
いました。しかしながら、コロナ騒動が起こり、
原さんご夫婦、笹谷さん、常連だった寺本巌さ
ん、能田成さんが次々と他界され、やがて、立
ち消えとなってしまいました。
　こうした中、去年の春、原田道雄さんからあ
の笹ヶ峰音楽祭をもう一度開催したいという話
が沸き上がり、それではと、笹ヶ峰音楽祭にた
びたび出演いただいていたピアニストの別所ユ
ウキさんにお声がけしたところ、快諾をいただ
きました。共演者は別所さんの音楽仲間のクラ
リネットの高橋由有子さん、バスクラリネット

さまで楽しい交流会となり、それがまた次につ
ながるようで楽しみである。そのような関係が
さらに発展していくことを願っている。ともか
く、AACH には感謝するばかりである。

注：　* は AACH 会員

< 参考 >
テーチス海に漂う青い雲　テーチス紀行集編集委員

会・編　570 ページ　2011 年　いりす
チベット紀行　北大山の会チベット調査隊・編著　

240 ページ　2025 年　いりす

お詫びと訂正
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発行者　京都大学学士山岳会　会長　幸島司郎
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京都市左京区吉田本町
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編集人　横山宏太郎
製　作　京都市北区小山西花池町 1-8

㈱土倉事務所

いただきました。いつもながら行動力には驚く
ばかりです。読者への情報として経費が細かく
書いてあります。長年にわたるパタゴニア氷河
調査の写真、資料、成果などを現地機関に寄贈
されたのはすばらしいことと思います。
　斎藤清明さんには同級生山本紀夫さんの著書
を紹介していただきました。こちらも長きにわ
たるフィールドワークの成果です。
　北大・京大交流会に参加された AACH の方々
からご寄稿いただき、ありがとうございました。
小泉章夫さんが名誉会員・田中喜左衛門さんの
曾孫とは驚きでした。田中さんについては今西
錦司さんに「田中さん」という一文があります

（注 1）。また、平井一正さんも「AACK 人物抄」
で紹介しておられます（注 2）。八木欣平さん
からは「AACH」の由来について、過去の資料
をたずねてとりまとめられた貴重なお話をいた
だきました。そこにもうかがわれる北大・京大
の縁の深さを大切に、交流をさらに深めたいも
のです。

注 1：今西錦司（1950）「田中さん」山と探検、岡書院、
「山の随筆」旺文社文庫（1979）に収録

注 2：平井一正（2005）「田中喜左衛門」AACK 
Newsletter No.37　

原稿送り先：横山宏太郎

の仙臺玲さんに決まり、開催場所は、当然なが
ら京大ヒュッテはかなわず、代わりに原田さん
のご自宅近くの大津市石山のフィガロホールと
なり、この間多くの方々の協力も得て１月の開
催にこぎつけることができました。演奏会当日
の運営にはたくさんの現役の山岳部員が京都か
ら駆けつけて手伝ってくれることになりまし
た。
　来場者は、山岳部 OB と現役および関係者、
種々山岳会メンバー、一般の方々、年齢層は別
所さんのお子様の幼稚園児から、齢 90 にもな
る会員上尾庄一郎さん、川崎徹さんとご家族、
お住まいも遠くは群馬県や関東地方近くは地元
滋賀県と、多岐にわたり、ホールの定員が 100
名のところ総勢 77 名と、ほぼ満席になりまし
た。開演に先立って原田さんから挨拶があり、
ピアノの演奏が始まりました。その後、クラリ
ネット、バスクラリネットの演奏が続き、まる
で笹ヶ峰高原の中にいるような感覚になりま
す。間に、山岳部員から原田さんに思い出の厳
冬期十字峡横断の記念品が贈られ、最後は、全
員で山の歌を合唱し大いに盛り上がりました。
閉演後、懇親会場にも多くの方々が詰めかけ旧
交を温め歓談を楽しみました。
　「笹ヶ峰メモリアルコンサート」の経費の多
くは原田さんのご支援で賄っていますが、その
ほか多くの方々からもご寄付をいただいてお
り、併せて 20 万円ほどの剰余金がありました。
これは、山岳部の活動資金に使っていただこう
と思います。
　2026 年度の総会は 5 月 30 日京都大学時計台
で開催予定です。是非ご参集お願いします。

　前号では「今冬最強・居座り寒波のただな
か」とお伝えしました（1 月 22 日）。当地、高田

（上越市）は 2 月上旬までは降雪が続き、積雪深
166cm に達しましたが、そのあとは一転して気
温高めで降雪はほとんど無く、住民としては助
かりました。すでに暖候期予報（6 月～ 8 月）が
発表されています。夏には限りませんが、災害
発生につながったり、農産物に悪影響を与えた
りするようなことのない天候を願っています。
　安仁屋さんから、チリへのスキー旅のお話を




